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は
、

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

何
と
か

　
諸
外
国
と
の
貿
易
問
題
な
ど
も
あ
り
、

農
家
だ
け
の
力
で

　
農
業
政
策
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
も
、

道
産
子
魂
で
乗

　
ま
た
、

昔
の
北
海
道
米
は
、

本
州
の
米
処
か
ら
遅
れ
を
と

は
、

困
難
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。

NO.６

い
農
作
物
を
お
届
け
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
実
り
多
き
年
と
な
り
、

皆
さ
ん
に
安
全
で
お
い
し

り
越
え
、

安
全
安
心
の
農
作
物
を
生
産
し
て
参
り
ま
す
。

一
級
の
品
質
と
生
産
量
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

う
作
物
を
探
し
、

品
種
改
良
を
し
て
き
た
北
海
道
の
農
家
に

げ
て
き
ま
し
た
。

乗
り
越
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
の
農
業
は
、

工
夫
と
努
力
で
現
在
の
地
位
を
築
き
上

っ

た
存
在
で
し
た
が
、

品
種
改
良
に
よ
り
、

今
で
は
コ
シ
ヒ

　
そ
し
て
、

寒
冷
な
気
候
を
生
か
し
た
低
農
薬
栽
培
な
ど
、

よ
る
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
、

農
家
に
と
っ

て
は
変
動
の

　
本
年
は
、

新
た
な
「

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

に

条
件
を
逆
手
に
と
っ

て
、

馬
鈴
薯
や
ビ
ー

ト
な
ど
を
栽
培
し

カ
リ
に
も
負
け
ぬ
食
味
で
評
判
に
な
っ

て
い
ま
す
。

の
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

て
お
り
、

嫌
で
も
新
し
い
時
代
の
農
業
経
営
を
選
択
し
な
い

　
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
、

既
に
手
続
き
も
始
ま
っ

　
雪
の
多
さ
、

短
く
涼
し
い
夏
な
ど
農
業
に
と
っ

て
不
利
な
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開
拓
の
時
代
か
ら
、

過
酷
な
気
象
条
件
の
中
で
土
地
に
合

年

頭

の

ご

挨

拶

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 倶知安
 農業委員会だより

農
業
委
員
会
会
長

伊

達

隆



　標準小作料とは、農地の賃借料の目安を、あらかじめ決めておくもので、３年

ごとに見直しを行なうとされています。

　前回の改定から３年が経過したため、貸し手、借り手、学識経験者による標準

小作料協議会で、農作物価格や諸経費などを考慮し協議した結果、標準小作料は

平成１５年改定と同額とし、今後の農業情勢の変化に応じ改定を検討するのが適

当との報告を受け、昨年１２月の農業委員会総会で正式に決定しました。

　農地の賃貸借料は土地の状況や面積等により異なるため、標準小作料と同額と

は限りませんが、農業経営に支障となるような高額の料金の場合には、法律によ

り農業委員会が指導することもあります。農地法第３条で農地の賃貸借をする場

合は、標準小作料を参考に金額を決定してください。　（平成15年改定と同額）

　
　
り
に
多
く
の
農
家
が
取
り
組
む

○
　

堆
肥
導
入
へ
の
助
成

　
　
続
と
、

農
家
の
意
識
改
革
の
た

　

　
一
部
負
担
を
継
続

　
　
る
研
究
会
等
の
実
施

　
　
同
に
よ
る
事
業
展
開
を
模
索
す

　
　
興
の
た
め
に
、

他
業
種
と
の
共

　
　
を
交
え
た
研
究
会
開
催
を
要
望

　
　
　
ま
た
、

専
門
家
や
研
究
機
関

農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
を
行
な
い
ま
し
た

で
な
く
、

全
町
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

な
い
と
考
え
ま
し
た
。

に
留
ま
ら
ず
、

町
民
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

　
建
議
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、

農
家
の
要
望
を
伝
え
る
こ
と

　
本
年
の
建
議
書
で
は
、

土
づ
く
り
対
策
、

担
い
手
対
策
、

消
費
者
と

町
長
に
対
し
て
建
議
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、

農
家
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

毎
年
、

の
交
流
に
つ
い
て
建
議
し
ま
し
た
。

　
土
づ
く
り
で
は
、

堆
肥
や
緑
肥
の
施
用
に
よ
り
、

力
の
あ
る
土
づ
く

（
概
要
）

　

　
　
め
、

異
業
種
交
流
会
の
機
会

 
担
い
手
対
策
で
は
、

若
者
の
結
婚
問
題
に
も
言
及
し
、

農
家
ば
か
り

　

　
　
度
に
乗
っ

た
減
農
薬
栽
培
を

作
物
を
消
費
者
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

農
業
経
営
に

り
を
目
指
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
減
ら
し
た
、

よ
り
安
心
で
き
る
農

る
た
め
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
消
費
者
と
の
交
流
で
は
、

作
り
手
と
買
い
手
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、

　

　
の
継
続

　

　
　
景
観
緑
肥
を
含
め
た
助
成

○
　

緑
肥
作
物
の
種
子
代
助
成

三
　

消
費
者
と
の
交
流

・
・
・
　
建
　
議
　
・
・
・

　

　
　
　
若
者
の
視
野
を
広
げ
る
た

　
○
　

後
継
者
対
策

　

　
　
支
援

　

　
　
推
進
す
る
た
め
の
助
成
継
続

　
○
　

認
定
農
業
者
対
策

二
　

担
い
手
対
策

　
　
法
律
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
は

　
○
　

馬
鈴
薯
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ

　

　
　
　
認
定
農
業
者
協
議
会
へ
の

　

　
の
た
め
導
入
経
費

　

　
循
環
型
農
業
推
進

　

　
　
環
境
に
や
さ
し
い

　
　
め
研
修
会
等
の
開
催
を
要
請

　
　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
の
継

　
　
　
農
業
の
基
本
で
あ
る
土
づ
く

一
　

土
づ
く
り
対
策

　
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

　
　
　
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
制

は
な
く
、

商
工
業
、

観
光
業
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
事
業
展
開
を
図

大
き
な
負
担
を
か
け
ず
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、

倶
知
安
町
農
業
の
発
展
振
興
と
安
全
な
食
生
活
を

平
成
19
年
度
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
書

守
る
た
め
、

今
後
も
建
議
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
農
業
政
策
に
つ
い
て
、

町
長
に
要

　
○
　

減
農
薬
農
業

　

　
　
性
品
種
の
導
入
や
薬
剤
費
用

　

　
　
の
助
成
継
続

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・
～

　
　
が
で
き
る
研
修
会
等
の
実
施

　
　
　
農
家
と
消
費
者
が
意
見
交
換

　
　
　
ま
た
、

倶
知
安
町
の
発
展
振

　

　
　
を
設
け
る
た
め
の
支
援

ニセコ羊蹄山麓

尻 別 川 流 域

円

円

14,000

18,000

北　部　高　台

お知らせ

10,000 円

田

上　田 中　田 下　田

円

10ａ当たり

14,000

円

円

円

6,000

10,000

10,000 円
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円

畑

円
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　地域区分

円 3,000

円9,500 円

8,000

5,000

円 6,000

建
議
特
別
小
委
員
長
　
 

木
田
重
信

標準小作料の

7,000

　

　
　
対
策

　

　
　
　
高
品
質
の
馬
鈴
薯
を
安
定

　

　
　
的
に
生
産
す
る
た
め
、

抵
抗

円

　

標
準
小
作
料 6,000

10,000



　農業委員選挙では、毎年１月１日

の選挙資格を調査しています。

　申請用紙は、昨年の申請書を基に

該当する方に配布しております。

　届いていない方や新たに該当され

る方は、役場２階の農業委員会事務

　手続きの方法を教えてください。 局で手続きをしてください。

　

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

　
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
豊
か
な
農
地
は
、

こ
と
で
す
。

業
し
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

農
地

思
っ

て
い
ま
す
。

農
業
は
自
分
の
代
で
廃

　
そ
こ
で
重
要
な
の
が
、

農
地
を
育
て
る

　
倶
知
安
町
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

廃
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

地
域
で
守
り
育
て
る

農
業
委
員
　
　
中
村
新
次
郎

増
え
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、

少
子
高

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

齢
化
と
共
に
人
口
は
減
少
し
て
い
く
と

　
日
本
で
は
、

昨
年
よ
り
約
１
０
万
人

　
世
界
人
口
白
書
に
よ
る
と
、

世
界
の

Ｑ

　
後
継
者
も
農
地
も
地
域
の
宝
で
す
。

皆

で
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

農
家
の
誇
り
で
あ
り
、

自
分
が
老
齢
に
な

っ

た
と
き
に
、

自
信
を
持
っ

て
、

若
い
人

に
譲
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・・・農業経営基盤強化促進法とは・・・

も
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
農
地
は
、

地
域

の
若
い
農
業
者
に
農
地
を
託
し
た
い
と

昔
と
違
い
少
人
数
で
広
い
農
地
を
管
理

　
し
か
し
、

過
去
２
０
年
の
ペ
ー

ス
で

農
家
が
減
少
し
て
い
く
と
、

将
来
は
人

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幸
い
倶
知
安

に
は
、

後
継
者
の
育
成
が
大
切
で
す
。

　
我
が
家
に
は
、

農
業
後
継
者
が
お
り

ま
せ
ん
の
で
、

引
退
す
る
時
に
は
地
域

手
が
足
り
な
く
な
り
、

優
良
農
地
が
荒

　
農
家
の
減
少
と
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ

を決めるため、自分の貸したい人に貸せるとは限りませんが、地域全体では、

　地理的要件や経営状況などによって借り手を決め、農地の状況により金額

　複数の人に貸す場合も、貸す農地の合計面積が　３５，０００㎡　を超えて

　経営移譲年金を受け取るためには、農地を処分しなければならな

営基盤強化促進法により貸すことができます。

農地の法律Ｑ＆Ａ

な
が
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

は
若
い
人
の
力
で
守
っ

て
欲
し
い
と
勝
手

　
２
０
年
前
と
平
成
１
７
年
の
人
口
を

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

人
口
は
、

前
年
に
比
べ
７
５
６
０
万
人

　
機
械
化
が
進
ん
だ
今
日
の
農
業
で
は
、

欲
的
な
農
家
も
大
勢
い
ま
す
。

町
に
は
、

農
地
を
広
げ
た
い
と
い
う
意

　
農
業
に
関
し
て
は
、

一
段
と
厳
し
い

　
農
業
を
や
め
、

町
外
に
転
居
す
る
人

減
少
し
て
い
ま
す
。

比
較
し
て
み
る
と
、

２
８
０
０
人
以
上

も
の
が
あ
り
ま
す
。
（

下
表
）

の
農
業
者
が
守
っ

て
い
ま
す
。

　農業委員選挙

選挙人名簿登載の申請

　農業者年金を受給するため、今年で農業をやめる予定です。

　○　平成１９年３月３１日現在、満

　私の農地は　８０，０００㎡　ありますので、農業をしている親戚と隣家に

半分ずつ貸したいと思います。

　対象です。
Ａ

面積制限があり、地主が貸すことのできる農地面積は、

いそうですが、売りたくはありません。

　２０歳以上の人

◆　次のすべてに該当する農業者が

　農地法の制限面積以上の農地を貸したい場合は、農地法ではなく、農業経

３５，０００㎡　が限度です。

　○　町内に住所を有する人

　農地法第３条による農地の賃貸借は、

貸すことはできません。

農地が集積され、農家の経営安定にも有効な方法です。

　で、年間６０日以上の耕作従事者

　○　３０アール以上の農地を耕作し

　ている経営者、または同居の親族

２２－１１２１ 内線２５１

１月１０日（水）までに、

忘れずに申請してください

◆　問い合わせ  

　この法律は、農地の有効利用を図るため、農業委員会が農地の借り手と賃

貸金額（小作料）を決めるものです。
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現地調査（１班）

後志農業委員会協議会会長局長会議

第７回　総　会

生育状況調査・農地パトロール

山麓地区農業委員会協議会研修会

農地パトロール・現地調査（２班）

農業委員協議会研修視察（北斗市）

現地調査（３班）

現地調査（４班）

第８回　総　会

地区別農業委員等研修会

現地調査（１班）

農地等利用調整事前打合せ（２班）

農地等利用調整事会議（２班）

第９回　総　会

第１０回　総　会

広報編集委員会

農地等利用調整事前打合せ（２班）

農地等利用調整事前打合せ（３班）

第１回建議特別小委員会

現地調査（１班）

農地等利用調整事前打合せ（１班）

農地等利用調整会議（２班）

第２回建議特別小委員会

農地等利用調整会議（３班）

農地等利用調整会議（１班×2件）

建議特別委員会（全体会議）

第１１回　総　会

建議書提出

農地等利用調整事前打合せ（１班）

農地等利用調整会議（１班）

農地等利用調整会議（１班）

標準小作料協議会

第１２回　総　会

　農業者年金は、農家のためだけに作られた年金

で、国民年金に上乗せして加入します。 　える制度もあります。

　保険料は、全額が保険料控除の対象となり、受 　　農業者年金が優遇されているのは、農業の重要

け取る年金も公的年金等控除が適用されます。 　性によるもので、退職金のない農業者の老後と、

　条件により、保険料の一部を国から補助して貰 　若い人への農地の集積も考えられています。

　

１２月　５日

１２月１４日

供
の
栄
養
も
考
え
た
学
校
給
食
は

の
で
す
。

衰
弱
す
る
ほ
ど
食
べ
さ

あ
り
が
た
い
制
度
で
す
。

は
大
切
で
す
し
、

育
ち
盛
り
の
子

“
し
つ
け
”
を
し
た
若
い
親
。
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せ
な
い
な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
食
べ
た
物
に
お
金
を
払
う
の
は

　「大変だったよ」と苦労話をしながらも「（農業は）お

１１月１３日

１１月１４日

１１月　８日

１０月３０日

１０月２７日

た。私には「農家の嫁」の苦労はあてはまらないように思

１０月２７日が動くうちは別で・・・」と隣家で生活し、「勉強になる
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１１月２１日

１０月２７日

１１月２７日

１１月２７日

１１月２７日

１１月１５日

１０月２７日

１１月２７日
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１０月２７日

　９月１５日

　９月　５日

　８月　４日

　８月　４日

８月７～８日

　８月２８日

（平成18年６月29日～18年12月）

　６月２９日

　８月１８日

　９月　５日

　９月２７日

　９月　５日

　７月２１日

　７月２８日

　８月１７日

　７月２８日

　実家は兼業農家で、外に仕事を持ちながら早朝、夕方に

は田に向かう母の姿を見てきました。

　結婚して生活環境が変わり、顔見知りもなく、仕事も不

なくありません。農業には縁がなかった「お嫁さん」

もしろいサ」と言う近所のおばさんたち。

自然に触れる面白さは、農業者以外にも感じている人は少

　そんな「お嫁さん」の姿が私には「素敵」に思えます。

慣れで、お味噌汁の味が違う・・・お嫁さんの苦労は今も

ぞ、孫はみているから」と農業委員に後押ししてくれまし

　「食」に「農」は欠かせないもので、農を営む楽しさ、

「お嫁さん」の姿勢に、私自身が

納

田

康

子

た
が
、

反
省
し
な
が
ら
空
腹
で
寝

飯
抜
き
」

と
い
う
の
は
あ
り
ま
し

当
然
と
思
う
の
で
す
が
・
・
・

見習うべきものが多くありました。

て
も
、

翌
朝
は
腹
一
杯
食
べ
た
も

足

立

眞

一

田

村

裕

昭

安

達
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った数人の方とお話しする機会がありました。

　30歳代から70歳代の縁あって「農家のお嫁さん」にな

います。

　亡くなった義母は、仕事を終え、疲れた体で歩きながら

も雑草を取り、落ちた小豆を一粒一粒拾う人でした。

農家のお嫁さんは大変ですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員　納田康子

昔も変わらないようです。
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　義父は「農家の嫁は大変、同居はお互い気苦労する。体

　北の農業に憧れ、縁あって農家の嫁になった私ですが、

家事・育児・畑仕事に追われる日々には気が滅入ることも

あります。

も経験を積む（年を重ねる）ことで「楽しさに

　また、自分の未熟さを痛感しつつも家族の

農
業
者
年
金
の

農
業
委
員
会
へ

１２月２５日
農業者年金に加入しませんか １２月１５日

ご
相
談
は
、

変わった」と言います。

一員として「農」を学ぼうとする若い

編
集
後
記

わ
な
い
親
！

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

育
だ
し
」

と
子
供
の
給
食
費
を
払

　
「

美
味
し
く
な
い
し
、

義
務
教

　
最
近
、

新
聞
を
読
ん
で
考
え
さ

過
ご
し
で
す
か
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、

い
か
が
お

進

　
「

食
育
」

と
言
う
よ
り
モ
ラ
ル

編

集

委

員

　
ま
た
、

昔
も
悪
さ
を
し
て
「

晩

の
問
題
で
し
ょ

う
か
？

（

た
む
ら
）

　
み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
る
経
験

　
一
年
の
過
ぎ
る
の
が
大
変
早
く
、

一
日
が
長
く
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

つ
か
な
い
」

と
食
事
を
与
え
な
い

　
「

泣
く
の
が
う
る
さ
い
し
、

な




